令和８年度 第１回白井市健康づくり推進協議会

日時　令和８年７月２９日（水）13時30分から15時
会場　白井市役所本庁舎２階災害対策室２，３

＜要点会議録＞

【次第】
１　開　　会
２　あいさつ
３　議　題
　　（１）第４次しろい健康プラン骨子（案）と計画の方向性について
（２）白井市新型インフルエンザ等対策行動計画（素案）について
４　その他
５　閉　会
【資　料】
・会議次第
・議題１関係
資料１ 第４次健康プラン骨子案（目次案）
資料２ 第４次しろい健康プラン骨子の基本的な考え方
・議題２関係
資料３ 白井市新型インフルエンザ等対策行動計画（素案）
資料４ 白井市新型インフルエンザ等対策行動計画【概要版】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【出席者】大久保会長、瀬野副会長、甘利委員、石井委員、齋藤委員、飯田委員、木村委員、山口委員、堀江委員、北村委員、押田委員（水谷氏が代理出席）
【欠席者】植草委員
【事務局】松岡健康子ども部長、戸田健康課長、永井主査、伊藤主事、市野澤保健師、照井主任保健師、金田主任栄養士、三笠係長　植松主任主事　行木歯科衛生士
【その他】（株）まち研　浜田守、佐藤恵祐
【傍聴者】０人


【内容】（進行:会長）
１　開会

２．あいさつ
【会長】
条例に基づき暫くの間、議長を務めさせていただく。円滑に議事が進行いたしますよう皆様方のご協力をお願いします。

３．議題
（１）第４次しろい健康プラン骨子（案）と計画の方向性について
・審議事項（１）構成案について
≪事務局より資料説明≫

【会長】
只今、説明のあった報告について、意見や質問等をお願いする。

【会長】
ご意見がないようですので、議題１のうち、審議事項（１）について、承認いただいたものとする。

・審議事項（２）目標設定について
≪事務局より資料説明≫

【委員】
この骨子案を基にして具体的な冊子ができて、市民に配られて白井健康プランを進める読み物を作ることでよいですね。

【事務局】
最終的には冊子にする。本日はどのような構成でどのような方向性で進めていくのか、大きな流れについて審議いただく。今回、決まった内容について計画書に書き込んでいく。会議資料は会議録も含めてホームページに掲載する。

【委員】
今後、資料の形は変わってくると思うが、大勢の市民に読みやすく見てもらえるようにしていただきたい。今回の内容について問題がなければこのまま進めてほしいが、これから作成する計画書は、お年寄りなど目が見えにくくなっている方もいるので、できるだけ端的で読みやすくお考えいただきたい。

【事務局】
行政の計画は難しい表現が多くなりがちではあるが、極力、分かりやすさをイメージしながら作成していきたい。また、計画書のエッセンスがわかるよう、概要版を作る予定である。

【会長】
それでは、審議事項（２）目標設定について、承認いただいたものとする。

・審議事項（３）第４次計画の主な課題に対する取り組みの方向性（重点的な取組）について
≪事務局より資料説明≫

【委員】
資料は非常にまとまった内容と思う。しかし、これまでも啓発します、学びの場を作ります、動機付けをいたしますなど、ある意味総花的で、耳心地のよいものであるが、次にどうやって進めていくのか。具体的にどうやるのか、予算がどのように結びつくのか。
例えば100万円の予算があった場合、９つの分野をどうやって振り分けるのか。どういう優先順位で、ここに予算がかかりますなど。次の方向性、それと予算化がどうなっているのか、これから具体的にやることが出てくると思うが、それを聞いてから発言したい。

【事務局】
具体的な事務事業については、次回示していく。今回はテーマに沿った方向性について、力を入れていきたいところを検討いただいている。
予算の話は難しく、毎年度の査定で決まっていくので担保しきれない部分はあるが、重点についてはなるべく確保できるように努めていきたい。
総花的というご指摘について、本来、健康プランで対応していくものはたくさんあるが、今回の計画では、重点とそれ以外とメリハリをつけた。

【委員】
重点的な取り組みが非常に楽しみである。これまでの会議では具体的なことは出てこないので、実際にはどうやるのか。例えば、今回、健康づくりの後押しをするポイント制があるが、具体的にならない。その理由はお金がかかる。お金の裏付けがないと、立派な内容でも実現は難しい。
また、昨年はどんなことをやって、このような結果が出たのか比較対象がなされないと前進しない。先ほど委員が言ったように、どうやって市民に浸透させていくのか、その方法論はどうなのかがあまり見えてこない。凄くいいことは書いてあるが、一市民にとって実感がない。次の具体的な取り組みを期待している。

【事務局】
[bookmark: _GoBack]前年度の成果を見ていくことについて、評価の仕方で考えていきたい。５年で達成しなければならない部分と毎年見ていくものなどを工夫していく。

【委員】
１点目は、健康ポイントについて、アプリを使ったイメージと思うが、例えば6000歩で何ポイントなどモチベーションをあげてインセンティブを与えるものと思う。例えば、健診でこれまでの経過がわかるようなアプリを使って可視化することで、市民の後押しすることにもつながるのではないか。
２点目は、この酷暑の中では１万歩を歩くとしても厳しい。夜も寝づらい。酷暑に対して健康づくりという観点ではどう対処していけるか。エアコンを適切に使うなどでもよいと思う。
３点目は、広報しろい６月号にＮＴＴグループ４社との地域活性化に関する包括連携協定の締結について７項目が載っており、その連携事項に健康・福祉の増進に関することも入っている。データセンターを作ることで増収にもなると思うので、今回検討しているプランをぶつけてみて提携できないか、提案することも良いと思う。

【事務局】
健康ポイントは詳細な制度設計がまだ出来ていないが、歩数や健診の受診など何を評価ポイントとしてピックアップしていくか、これから検討していく。
アプリについては、今後積極的な活用が期待されるがお金の面もあるので研究していきたい。
また、ＮＴＴなど企業と連携するのはチャンスなので、今プランニングしているこの計画と接点が持てるか探っていきたい。
酷暑に関しては、歩くことに関しても季節を選ぶことや安眠のことなど難しいが、そのようなこともあることを認識した。

【委員】
ＮＴＴグループとの提携で、例えば実証実験を一緒にやりましょうと、予算面でも助けていただくことを提案出来たらよいと思う。

【事務局】
接点が持てるか模索していきたい。

【委員】
これから具体的なところに踏み込んでいくことにあると思うが、１つ取り入れてほしいのは、栄養・食生活で野菜摂取の推進や減塩の推進などあるが、物価高だからなのか、年金暮らしのお年寄りが菓子パンなどで食事をすませてしまうなど、栄養が偏っているのではないかと感じることがある。ここから糖尿病や心疾患にもつながると思うので、バランスの良い食事を考える取り組みについて、物価高の中でも栄養に偏りないように管理栄養士の知識もいただきながら上手く対策が出来たらよい。
また、白井市のプランについて、今回は図など入っていて資料が読みやすいと感じた。

【事務局】
物価高によって栄養が偏ってきている現状を認識している。国は第５次食育推進基本計画を作ったところだが、そこにも物価高の影響が示されており、大人の食育、子どもの食育、働く世代の栄養バランスが崩れているとの指摘がある。
今回、市の健康プランでは、重点的な取り組みとして３つ挙げた。野菜摂取だけでなく栄養バランスも大切なので食生活改善推進員と一緒に事業や教室、啓発も行ってきている。現状、物価高への対策は十分ではないと感じたので、そのような視点も取り入れていきたい。
また、スーパーやコンビニと連携し、野菜たっぷりレシピや食育資料の設置といった食環境整備を進めているが、今後は安価で簡単に実践できるバランスの取れた組み合わせなどの啓発も取り入れていきたい。

【委員】
歯科の分野からデータを拝見させていただくと、令和元年から令和７年で悪くなっている状況がある。これまでもイベントや健診で周知いただいていると思うが、う歯罹患率は県と比べて悪いデータになっている。ここに国との比較も一緒に入れてほしい。３歳児のう歯罹患率を下げるには歯が生えてきたころ、あるいは生える前のプレママ、プレパパの教室から周知していくことが大切であるが、今までと同じようにやっていても変わらないと思うので、さらなる一手を考えてほしい。
また、残存歯の話では、昔はすぐ抜いてしまうということがあったが、今は歯を残す方向で動いていると思う。その反面、今はインプラントが流行っているが、インプラントにするにはダメな歯を無理やり残すことは良くなく、しっかり骨が残っていた方が予後がよい。そのため、残存歯が減少しているのはインプラントが流行ってきていることも影響しているかもしれない。ダメな歯を無理に残して調子が悪くなるようなら、歯の本数は減るがインプラントでしっかり噛めるようにしたほうがよい。
プロのケアとセルフケアもしっかり周知していただけたらよい。

【事務局】
３歳児健診、プレママ、プレパパスクール等で早期に周知啓発できるよう対応していく。

【会長】
それでは、いただいた意見を踏まえながら、審議事項（３）第４次計画の主な課題に対する取り組みの方向性（重点的な取組）について、承認いただいたものとする。

（２）白井市新型インフルエンザ等対策行動計画（素案）について
≪事務局より、素案及びパブコメの結果について説明≫

【委員】
資料３、素案４ページ「エ　リスクコミュニケーションなどの備え」の項目が入り、今回の行動計画の改定において、リスクコミュニケーションが入ることは非常に大きいポイントである。病原などの知識や情報を、国や自治体、医者、患者が全員で情報を共有して対応していく。
コロナ発生時に国は初期の段階でリスクコミュニケーションがうまくとれず蔓延したことが手落ちと分析されている。リスクコミュニケーションなどの備えと、「…など」が記載されているが意味があるのか。曖昧な表現は出来れば避けた方が望ましい。
また、素案16頁《目的》の２行目に、庁内及び関係機関と共有する。市民等に対しては…、が改行して記載されているが、一体となって取り組むことがよい。
３点目は、資料４の３ページの、情報提供・共有、リスクコミュニケーションの中で、偽情報、フェイクニュースを排除する方法は出来る限り考えるべきと思う。理由として、以前に市で作った新型インフルエンザ等になった時の行動計画は、あまり役に立たなかった。
ワクチンのことはなってみないとわからないが、今回、その予防としてリスクコミュニケーションについてどうやっておくか、考えることが役に立つと思う。

【事務局】
この行動計画は、県計画や国が作成している市町村手引きを参考にして作成してきたが、「など」に意味があるのか確認する。不要であれば削除し、意味があれば入れるようにする。

【事務局】
リスクコミュニケーションについて、前の計画にはＳＮＳや偽情報などの内容も入っていなかったので、改めて記載したものになる。国も双方向のコミュニケーションが行えるようにしていってほしいということで、国が体制整備をする中で、市でできるところはどこになるのか市としての記載方法も、分かりやすくできるよう検討したい。

【会長】
議題（２）について、承認いただいたものとする。

４．その他
【事務局】
本日の会議で、健康づくり推進協議会委員の３年間の任期が満了する。ありがとうございました。次期健康プランの策定途中ではあるが、市の健康施策について色々なご意見をいただき感謝している。
ここで退任される委員の皆さまには第４次しろい健康プランを見守っていただきたい。また、今後も市の健康づくりの取り組みにも協力いただきたい。
再任の委員には今後とも健康プランのご審議を継続してお願いしたい。

≪事務連絡≫
会議録を委員に郵送するので、確認いただき添削いただく。
委員の改選後、事務連絡についてメールも併用させていただきたい。
次回会議は、10月下旬ころを予定する。

【会長】
本会議の議題はすべて終了しました。ご協力ありがとうございました。

５．閉会
以上
3
